


ご　挨　拶
　こんにちは。演出の黒田です。みなさま、本日は旧加藤家住宅にようこそいらっしゃいました。

「旧加藤家住宅」というのは、つまり加藤さんが前に住んでいた家。という意味です。では今は

何が住んでいるのかというと、一遍の戯曲。シェイクスピアの『ハムレット』が住んでいます。

家に戯曲をすまわせる。そんな企画を自分で立てておきながら、どうやってそんなことを実現さ

せればいいのか最初は全然わかりませんでした。そんな企画も3度目の今回は、戯曲『ハムレット』

のストーリーではなく、ほかの要素を抜き出してみようと考えました。戯曲だって、公共の場で

ある劇場と家とでは、全く違った振る舞いを見せるかもしれません。

　家というのは変わった場所だな、と私は思っています。みなさんは、自分の家でどういうこと

をしますか。大の字になって寝たり、誰にも知られたくない趣味に興じたり、下着姿でウロウロ

したりしてませんか。でも別に問題ありません。だって、自分の家なんですから。むしろ、家と

いうのは他ではできないことをやるための場所なのかもしれないと思います。

　そんなわけで、この劇の登場人物も家の中で、他の人には見せられないことをします。(みなさ

んが見ているのは、内緒なのです。)この家に住んでいるのは一人の「男」。彼が『ハムレット』

に登場するハムレット本人かはわかりませんが、どうも振る舞いがおかしいようです。でも大目

に見てあげましょう。だって彼の家なんですから。

　それではみなさま。もうすぐはじまります。事態の把握に躍起にならず、ごゆっくりと戯曲の

振る舞いを観察ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲッコーパレード　演出　黒田瑞仁
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ゲッコーパレードは、「目的ではなく人の集まりこそがパレードのように活動や表現を形成して

いく」という信条から名付けられました。その私たちのもとにたくさんの方が集まってくださり、

本日『ハムレット』という形のパレードができあがりました。パレードに参加してくれた方、

サポートしてくれた方、そして、観客であるあなたに。この場を借りてお礼申し上げます。

図 　書 　館 　や　劇 　場 　か　ら　抜 　け　出 　し　た　戯 　曲 　の　生 　活 　、　そ　の　上 　演 　。


